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要 約
女性の臨床心理士が心理臨床活動に従事 している間に妊娠、出産し、子育てを経験すると
い うことは しば しばあることである。心理臨床家の妊娠、出産、育児経験が心理臨床活動に
どのような影響を及ぼしているかを検討することが本研究の目的である。107名の臨床心理
士(子 どものいる心理士54名、子 どものいない心理士53・名)に対して質問紙調査を行なっ
た。比較対象 として子 どものいる女性保育士49名に対しても同様の質問紙調査を行なった。
その結果、①臨床心理士の中には妊娠中に 「健康な子をと願 うことが障害児を否定している
ようで申し訳ない」「幸せと思われて申し訳ない」といった保育士にはまったくみ られない罪
悪感を抱 く者がいる。②子育て経験が自らの心理臨床活動に及ぼす影響については子どもの
いる心理士も子 どものいない心理士もともにポジティブな影響だけでなく、ネガティブな影
響もあると考えている者が少なくない。それに対して、保育士はほとんどが保育活動へのポ
ジティブな影響のみを考えている、などが明かになった。
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1.問題
心理臨床の専門家 と呼ばれる人は圧倒的に女性
が多い。心理臨床家は,大学 ・大学院を卒業 ・修
了 した後、さまざまな臨床現場で、心理臨床活動
を行なうことになる。結婚 ・出産を選択 した女性
心理臨床家は、心理臨床活動をしながら妊娠 ・出
産 ・子育てを経ていく過程でどのようなことを経
験 し、それ らの経験が心理臨床活動にどのような
影響を与えると感 じているのであろ うか。
セラピス トが来談者から個人的な事柄について
質問され ることはよくあることである。年令、結
婚の有無、子 どもの有無などについて応答 してし
まうと、"治療者 としての中立性の保持とか治療者
としての隠れ身 ・鏡としての受身的役割などと称
せ られている、治療的態度をくずすことにならな
いかとい う恐れがある"(鋪ら,1984)とされ、
まだ臨床経験の浅い時期には特に気をつけるよう
に訓練を受ける。ところが、心理臨床家の妊娠の
ように、来談者の目の前で体型が変わっていくこ
とは、来談者にさまざまな感情を抱かせることに
なり、直接個人的な事柄についての質問に答えな
くても治療者の私生活を示すことになるため、臨
床活動に影響をもたらすことになる。本研究にお
いては、女性心理臨床家の妊娠 ・出産 ・育児経験
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の有無およびそれ らについての考え方に焦点を当
て、妊娠 ・出産 ・育児を経験することが臨床家 自
身およびその心理臨床活動に与える影響がいかな
るものかを探求 していくことを目的 としている。
これまで、治療者の妊娠 ・出産により、来談者
がどのよ うな反応を示すかとい う治療者の妊娠が
治療関係に及ぼす影響についての研究は若干ある
が、治療者 自身が妊娠 ・出産にっいて具体的にど
のようなことを考えた り感 じた りしているかとい
うことに関して多くの対象から資料をとって行っ
た研究は,筆 者の知るかぎりわが国では見当た ら
ない。 これまでの研究は主にクライエン トから見
た治療者の妊娠,あ るいは治療者の不在の問題に
焦点が当て られている。
治療者の妊娠 ・出産が治療過程に及ぼす影響に
ついての研究には、三宅(2001)、上別府(1993)
などがある。三宅(2001)は、"治療者の妊娠は、
治療者の身体的変化 と長期の休暇が否応なく起き
てくることで治療者の隠れ身が露呈する"と述べ
て治療者のプライバシーが否応無 しに開示 される
事態であることを指摘 した うえで、妊娠中の治療
関係 については「治療者の妊娠出産 とい う事態は、
治療者の 「母親」「女性」の両側面を意識させる刺
激 となった」「治療的な危機,不 自然な流れを治療
者が起こしてしまっている」「転移の上でも、それ
が触媒的働きとして、それまでと違 う治療の流れ
を作 り出した」などと、治療者の妊娠が治療関係
に及ぼす影響の大きさを示唆 している。
上別府(1993)は自身の2回 の妊娠時に受けも
っていた27例 について、治療者の妊娠から産休
までの間の患者の反応から、①反応を治療場面で
強 く表現 した強表現群、②反応を治療場面で穏や
かに表現 した弱表現群、③反応を治療場面で表現
せず、行動化 した行動化群、④反応を治療場面で
は表現せず に身 体化 した身体化群 、⑤ 不明群、の
5つ に分類 できた としている。 さらに これ らは飛
躍的 に治療 が進展す る強表現群 と大きな影 響はな
い と見 られ る弱表現群 、負 の影響 が生 じる可能性
が ある身体化 ・行動化群 の3群 に分類 できた とい
う。治療者 の反応 にっいて も2つ の方 向か ら考察
してい る。1つ は治療者 の身体的 問題 か らセ ッシ
ョンの間隔が伸びた り、遊戯療法 の運動 が制 限 さ
れた りとい う問題で、も う1つ は治療者の感受性
の特長や変化で、具体的 には患者の問題 をまるで
治療者 自身の問題 であ るかの よ うに感 じる 「取 り
こみ」、患者 の過 度な依存性に対す る負担感 の出現
とい う 「抱 える容量 の低 下」、個 人的かつ女性 的な
事情 を職業 生活 の場 に持 ち込 む こと、私的な事情
で治療 を変 更 しな けれ ばな らない ことか らく る
「罪悪感」、優 しさや子 どもへの愛情 とい える 「慈
しみ 、は ぐくむ感情」、といったこ とが治療者 自身
の妊娠 に ともなって生 じてきた とい う。
海外 ではセ ラ ピス トの妊娠 に関す る研究 はかな
りなされて いる(Browning1974,Berman1975,
Naparstek1976、Rubin1980,Schwqarz1980)。
Fensteretal(1994)は「TheTherapist's
Pregnancy」とい う著 作の中で、セ ラピス トの妊
娠に関す るこれ らの研究 について詳細 に述べ た う
えで、それまでの研究 を再検討 し、治療の プロセ
スの さま ざまな局面で起 こ1るセ ラピス トの妊娠 に
よる影響ににっいてま とめてい る。セ ラピス トの
妊娠 がセ ラピス ト自身に もた らす問題 としては、
多 くの女性同様、セ ラピス トもは じめての妊娠 の
場合 、発達上 の危機 に直 面す る可能性 が高い こと、
セ ラピス ト自身の母性 とキャ リアの二重役割の統
合 とい う問題 、セ ラピス トの匿名性 とい う習慣 を
妊娠 が破 る とい う問題 、 といった ことを抱 えるこ
とになる と指 摘 している。 セ ラピス トの妊娠にょ
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る患者 の反応 にっいては、転移 ・逆転移の問題 の
ほかに、患者 の年齢 に よって影 響す る内容が異な
るこ と、 とくに思春期 の患者 については注意が必
要 である と述 べている。
妊娠 ・出産 に続 く子育 ての経験 については、子
育 て経験が 臨床 の幅や深 さを広 げる としている心
理 の専 門家 は多 い(三 上,1993,田畑,1993,米
倉,1993,馬場,1995)。"配偶者 との夫婦 関係 や
子 どもとの親子 関係 を経験す るこ とは、体験 的に
深化す る ことがで きる"(米 倉,1993),"キャ リ
アの面か ら言 えぱ失 った ものもあるが1補 って余
りあるものをあた えられ た"(田 畑,1993)、"心
理療法がで きるか も しれ ない と思 うよ うになった
のは、 自分の子 どもを育て る経験 を してか らであ
った"(馬 場,1995),"それ まで のいかな る トレ
ーニ ングよ りも育児 に鍛 えられた部分は大 きか っ
た し、厳 しい 自己分析 になった"(三 上,1993)
とい うよ うに、子育て経験はその後の臨床 活動 に
プ ラスになった とい う論 がほ とん どであ るが、「キ
ャ リアの面か ら失った もの」(田畑,1993)"女性
は治療者 として得がたい体験 の機 会に恵まれてい
る と同時に女性 として大きな足枷 になってい るこ
とも注 目 しなけれ ばな らない"(馬 場,1995)と
い う指摘 もある ように、その後の臨床活動 にマイ
ナ スになる面に も注 目す る必 要がある と思 われ る。
D.方法
調査対象
調査対象は女性臨床心理士107名(子ども有 り
54名、子ども無 し53名)お よび女性保育士49
名(全員子ども有 り)。臨床心理士は財団法人臨床
心理士資格認定協会の平成11年 度版登録名簿に
記載されている臨床心理士の うち、東京近郊に在
住か在勤で、生年,月日が1955年以降の女性を抽
出した。郵送法で行ない、質問紙の配布は310通、
回収数は109(うち有効回答数は107)で、回収
率は34.51%であった。保育士も東京近郊に在住、
在勤で子育て経験のある保育士100名に保育研修
の機会などに配布 し、回収数は57(うち有効回答
数は49)で回収率は57%であった。調査期間は
臨床心理士が2002年5月から6,月にかけて、保
育士は2004年5月から6月 にかけてであった。
調査内容
質問紙調査の内容は、①属性に関するもの(仕
事の形態・職域・臨床経験年数 ・年齢など)②子育
ての経験の有無 ③育児経験に対する考え方、④
妊娠中の心理 と心理臨床活動との関連、⑤子育て
中の心理 と心理臨床活動 との関連、⑥産休 ・育休
の代替で心理臨床活動の経験 ⑦心理臨床活動中
に子 どもの有無を聞かれた経験の有無、などであ
る。④と⑤は子育て経験のある臨床心理士にだけ
尋ね、そのほかは全員に回答 してもらった。保育
士への質問紙は 「心理臨床活動」を 「保育活動」
に変えただけのほぼ同一のものである。
皿.結 果
1子 どもの いる臨床心理士 と子 どもの いない臨床
心理士
調査 対象 とな った臨床 心理士107名 の年 齢 は
30代61名 、40代46名 で、仕 事の形態 は常勤44
名 、非常勤55名 、その他8名 で 、仕事 の領域は
教 育(28人)、医療 ・保健(27人)、福祉(18人)
な どが 中心で 、複数 の領 域 にま たが った非常 勤
(22人)もかな りい る。
「子 ども有 り」群54名 と 「子 ども無 し」群53名
の比較 では、年齢構成 や仕事の形態 には ほとん ど
差 がな く、仕事 の領域 で.「子 どもあ り」群は教育
が 、「子 どもな し」群は 医療 ・保健 が比較的多い と
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い う差異は見られたが、全体とすればほぼ同様の
属性をもっているといえるので、まずは子 どもの
いる臨床心理士と子 どもがいない臨床心理士の間
に臨床家の子育て経験の捉え方に差異が見られる
か否かとい う問題から検討 してみよう。
① 子 どもの有無を聞かれた経験
「心理臨床 を行っている中で、子 どもがいるかい
ないかをクライエン トから尋ね られたことがあ り
ますか」とい う設問に対 して、聞かれた経験のあ
る人は107名中91人で、85%もの臨床心理士が、
子 どもがいるかどうかを聞かれた経験があり、聞
かれた経験の有無の割合は子育て経験の有無とは
ほとんど関係なかった(子育て経験あり87%、子
育て経験なし83%)。子 どもの有無について尋ね
られた時の具体的な感情について、「子 どもあり」
群 と 「子 どもなし」群に分けて示 したのが表1で
ある。
表1子 どもの有無を聞かれたときの感情
啓輝の勾溶
個人的なことに興味を持つもの
尋ねた意味を考える
答 えに困った
子 どもがいないとわからないと思われていると思った
「いる」と言 うことを期待 されている
'子どもがいないとわからないと言われた
嫌な感 じが した
引け目に感 じた
経験をつむ と気にならな くなった
その他
無記入
子どらあ クひ ノ 子どらなし0∪
13
8
4
4
3
2
2
2
1
3
2
5
10
4
11
2
2
1
6
2
1
3
クライエン トから子どもがいるかどうか聞かれ
た時の反応は 「子 どもあ り」群 と 「子どもなし」
群ではかなり異なることが具体的な記述から読み
取れる。「子 どもな し」群では 「子どもがいないと
分か らないと思われているのではないか」「信頼で
きない と思われているような感 じが した」 といっ
た記述が多く、「引け目に感 じた」というのも少な
くなかった。「子どもあり」群 も、子どもがいない
時に聞かれた時は 「信頼できない と思われている
のではないか」と感 じる一方、子 どもができてか
ら聞かれたときは、「子どもができて一人前 と見ら
れるようになった事について反発を感 じる」と述
べている人もいた。
② 子どもの有無と実際の心理臨床活動
「心理臨床活動を行なうにあたって、あなたに
子どもがいること(いないこと)がよかった ・よ
くなかった と思われることがありますか」とい う
設問に対する回答は、表2に 示 されている。子育
て経験のある臨床心理士で、子どもがいることで、
心理臨床活動を行なうにあたってよくなかったと
思っているものはなかったが、「どちらもある」の
割合もかなり高く、葛藤 もうかがえる。 この設問
ではそれぞれに理由も述べ させているが、「子ども
なし」群の 「子どもがいなくてよかった」理由と
してあげているのは、「自分の体験や先入観にとら
われないで客観的にとらえることができる」「研修
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などを十分に受けることができ、臨床の幅が広げ
られる」などであった。反対に、よくなかった理
由としてあげているのは 「子育て経験の実体験が
なく共感的理解に差ができる」「母親への共感がし
にくい」「母親への要求水準が高くなる」などがあ
った。
表2子 どもの有無と実際の心理臨床活動
全体 ヂ ど6.あク 子 どらな 乙
子 どもがいて(い な くて)よ かった 43 36 7
子 どもがいて(い な くて)よ くなかった 9 0 9
どちらもあ る 22 ・14 8
どちらともいえない 11 1 10
特に思った ことがない 18 1 17
その他 2 1 1
不明 2 1 1
合計 107 54 53
子育て経験のある心理士は、子 どもがいること
を 「人間としての経験の幅が広がった」「母親 とし
ての気持ちが共感的に理解できるようになった」
「自分の思 うとお りにいかないことがあることを
実感 させられ、臨床をやっていく上で有益な感覚
だった」などを 「よかった」の理由としている。
一方、「どちらもある・どちらともいえない」の具
体的な記述には、「時間の制約を受けやす くなっ
た」「中立性を保ちにくくなった」「子どもの病気
などで急に休んだり終わる時間が気になった りし
て罪悪感をもった」などのネガティヴな記述がほ
とんどであった。
次に、「一般的に、心理臨床活動を行なう上で、
臨床家自身の子 どもの有無が、何 らかの影響を及
ぼすと思いますか」 という設問で、心理臨床活動
への影響を問 うたとごろ子どもがいるいないに関
わらず、一般的に心理臨床活動を行なう上で専門
家自身の子育て経験は影響を及ぼすとしている心
理士が70%以上を占めていた(表3)。
影響の内容 として(表4)は、「体験は何でも影
響する」が両群ともに多く、「子 どもあり」群では
「経験にしばられる」というネガティヴな理由が
その次に多いのに対 して、「子 どもなし」群にはそ
れはまったくなく、「実感できる」が 「子 どもあり」
群 よりも多い。影響を及ぼさないと考えられる具
体的な理由としては 「子育てをすれば臨床活動が
充実するというものではない」がとくに 「子 ども
なし」群に多く、「臨床活動には子育て経験の影響
があってはいけないと思っている」とい う意見 も
両群に見 られた。
2.臨 床心理士と保育士の比較
①妊娠 中の感情の変化
「お子さんを妊娠 中に、心理臨床活動をなさっ
ている時に、妊娠 していない時にはあじわったこ
とのないような気分 ・感情がありま したか」とい
う設問に対 しては心理士の約6割(54名中32名)
が 「妊娠 していないときにはあ じわったことのな
い気分 ・感情を経験 した」と答えている。保育士
はそのように答えたのは49人中24人で若干保育
士の方が少ないが統計的な有意差はない。
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表3子 どもの有無 と心理臨床活動への影響
三会鉢 ヂど6あ ク 子 ど もな し
子 どもの有無の影響 82 41 41
あ り
子どもの有無の影響 19 10 9
な し
どち らもあ る 1 0 1
どち らともい えない 1 O 1
その他 3 2 1.
不明 1 1 0
合計 '107
'
54 53
表4子 育ての有無の心理臨床活動への影響の理由
影響あ り
影響なし
その他
翼瑚 クな理由 子 ど もあ ク テ:ど"らな ・し
体験は何 でも影響す る
経験に しば られ る
親になってわかることがある
実感できる
共感 しやすい
ケースへ の理解が.深まる
自己理解 が深まる
仕事に十分専念できない
子育て自体大きい体験
親側の期待が ある
安定す る
逆転移 を起 こしやすい
自信・が持て る
一時的に仕事か ら離れ ることの影響がある
子 どもの有無は関係 ない
個人のセンスの問題
場数を踏 めば関係 ない
経験に影響 されてはいけない
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
具体的な気分 ・感情の内容について、自分の体
調やお腹の子どもに対する感情を 「身体」、仕事に
対する感情やクライエン トとの間で起 こる感情を
「緊張 ・ス トレス」、長期の休みをとることでクラ
イエ ントに迷惑をかけることの申し訳なさや"健
康 な子 どもを と願 うとき、 目の前のケースを否定
しているよ うで悩 んだ"とい った感情 を「罪悪感 」、
母子 関係 ・親 子関係 に関わる ことを 「母子関係 」
とい うよ うにカテ ゴリー化 して分類 したのが表5、
表6で ある。
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表5妊 娠中の気分 ・感情の変化の具体的な内容
内容
身体
繋 張 ・ス トレス
罪悪感
母子関係
その他
おなか をかば う
感情が高ぶ り易い
身体への負担が大きかった
集中力に欠け'る
お腹の子 と一緒 に面接室に入 るのが面 白い
妊娠 している自覚がなかった
物 理的時聞配分の制約 を受けた
おいてかれて しま うとあせ った
陰性感情 を向け られ た
自分の子の障害 を否定 した
幸せ と思われて申 し訳 ない
クライエン トに迷惑をかけない ように
親に共感 した
クライエン トをかけがえのない存在 と感 じた
精神的に安定 した
入数
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
表6保 育士の妊娠 中の気分 ・感情の変化 の具体的な内容
,内容
身体 お腹 をかば う 2
疲れやすい 2
感情が高ぶ り易い 2
緊 張 ・ス トレス 動 きに制限があ りもどか しい 4
仕事をや めたいと思った 2
罪悪感 思い切 り動 けず 申 し訳 ない 2
母子関係 クラスの子 も大切 に育て られ
たのだ と感 じた 2
その他 自分の子を想像した 10
妊娠 して始めてあじわった感情の内容では、心
理士と保育士の間にかな りの違いが見 られる。保
育士では 「自分の子どもを想像 した」が最も多い
のに対して、心理士に見られる 「健康な子をと望
むとき、目の前のケースを否定 しているようで悩
んだ」とか 「幸せと思われて申し訳ない」 といっ
た罪悪感は保育士にはみられない。また、臨床心
理士では妊娠 したことで 「親に共感 した」という
反応が現れているが、保育士にはみ られない。
②周 囲 の 態度 の 変化
妊娠中の心理臨床活動と子育て しなが らの心理
臨床活動において 「お子さんがいない時に比べて
周囲の態度に変化はあ りましたか」という設問で、
職場の上司 ・同僚の態度にどのような変化が見ら
れたかを問うた。心理士では妊娠中は76%が、子
育て中は54%に 「上司 ・同僚の態度」に変化有 り
と答えている。変化の内容は表7に 示した通 りで
ある。保育士は妊娠 中では85%が、子育て中では
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63%の者が 「上司 ・同僚の態度」に変化ありと答
えてお り、有意な差ではないが、若干変化有 りと
する者の割合は保育士が高い。変化の内容も保育
士は妊娠中に 「変化有 り」とした42名中40名が
「気遣 って くれ た」 と答 え、「甘 えられない感 じ」
とい うのが2名 だ ったのに対 し、心理士の場合 は
冷遇 され た り、退職 を勧 め られ た り、罪 悪感 を も
たされ た りとい う人 もかな りいた。
表7「 上司 ・同僚 」の妊娠 中 ・子 育て中の変 化
内容 妊娠中 子育て期
気遣 ってくれた 28 13
冷遇 された ・退職を勧められた 4 3
ア ドバイスを くれた 3
罪悪感 をもたされた 2
親の理解が容易になった ときたいされた 2 8
勤務体制について話 し合った 1
子 どもの話題が増えた 1 4
期待 されなくな り楽になった 1
③ 妊娠 か ら出産に 向 う過程 で印象 に残 るこ と
次 ぎに 「妊 娠か ら出産にいた る過程 で印象 に残
って いる ことがあ りますか」とい う設問で、「妊娠
がわ かった頃」 「妊娠 を告 げた頃」 「腹部 が 目立っ
よ うになった頃」「産休に入 る直前」「産休 中」「復
帰後」の6時 期に分 けて印象に残 ったこ との有無
を問 うた。 印象に残 ってい るこ とが ある と答 えた
割合 を比 較す る≧ ・全般的 に保育士 の方 が どの時
期 にお いて も高 く、「妊娠 を告げ る頃」と 「腹部 が
目立つ 頃」を除いた4つ の時期では有意 な差 があ
った(順 にx2=9.641p〈0.01、x2=4.295p
<0.05、κ2=11.937p<0.01、x2=16.139p
<0.01)。印象 に残 ってい ることがある者 が保 育士
で は産休 中を除い て6割 台 か ら7割 台、心理 士は
4割 か ら6割 とか な りの差が あるが 、この設 問で
は臨床 心理士の場合 、「心理臨床活動 にお いてケー
ス との関係 で何か 印象 に残 っている ごと」 と 「ケ
ー ス との関係 で」 と限定 してい るのに対 して、保
育士 の場 合は 「保育活動 におい て」 となってい る
とい う設 問の微妙 な違 いが影響 しているのであろ
う。印象に残ることの内容℃はとくに 「妊娠を告
げる頃」の内容に心理士と保育士の差異が見られ
た。心理士は 「クライエン トにどのように告げる
か悩んだ」(5名)「クライエン トが動揺 した」(5
名)「うしろめたさを感 じた」(3名)と いった印
象が残っている人がいるのに対 して、保育士は「周
囲が気をつかって くれた」(10名)が最も多く、「仕
事上なん らかの不安があった」「気を遣われ ること
が負担だった」 とややネガティヴな印象 もそれに
続いていたが、臨床心理士のようなクライエント
個人 との関わりが印象に残っているとい うことは
なかった。
④子 どもの有無を聞かれた経験
子 どもの有無を尋ねられた経験については臨床
心理士の資料はすでに示 してあるが、保育士は49
人中31人(63,3%)が「ある」と答えている。
これは臨床心理士の54人中47人(87%)に比べ
て聞かれた割合はかな り低い(x2=7.898p〈
0.01)。心理士ゐ場合は子育て経験のない群でも
83%もの人が聞かれた経験を有 していることか
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ら考えると、心理士の方が相手からより個人的な
関心を寄せ られやすい立場にいるということなの
であろう。『セラピス トとクライエントの関係がき
わめてパー ソナルなものであることからすれば当
然のことなのかもしれない。聞かれたときの気持
ちとしては 「個人的なことに関心をもつものだ」
「育児経験が望まれている」 というのは保育士も
心理士も同じであるが、保育士の場合は心理士に
はまったく見られない 「保護者 と同じ立場になっ
た」 と言 う感想をもった人がかなりおり、逆に心
理士に多い 「尋ねた意味を考えた」とい う反応は
保育士にはまったく見当たらなかった。
⑤子育て経験 と心理臨床(保 育)活動の変化
「子育てしながらの心理臨床(保 育)活動はお子
さんがいないときと比べて変化がありますか」と
い う設問では、心理士の8割 以上、保育士の9割
以上が 「変化あり」 と答えていた。変化の内容で
は 「親の気持ちが理解できるようになった」「こど
もがよりいとお しくなった」といった両群に共通
する反応も少なくなかったが、保育士には 「余裕
がなくなった」とい う1項 目しかネガティヴな変
化 と思われるものがなかったのに対 して、心理士
の場合は 「思うように仕事ができない。全力投球
ができない」と述べたものがかな り多く(11名)、
そのほかにも「研修に参加できない」「時間がない」
「中立性が保てない」「親への要求が高 くなった」、
などネガティヴと思われ る変化が数多く示された。
⑤子 どもの有無 と実際の心理臨床(保 育)活 動
保育士の対する「保育活動を行な うにあたって、
あなたに子 どもがいることがよかった ・よくなか
ったと思われることがありますか」とい う設問に
対 しては、子 どものいる心理士(表2)と 同様に
「よくなかった」と回答 した人は1人 もいなかっ
た。 「子 どもがいてよかった」 とする人の割合は
77.6%で、有意な差ではないが心理士の66.7%に
比ぺて若干高く、その分 「どちらもある」が低く
なっている。「よい」理由としては親への理解が深
まったことをあげる人が多く、「視野が広がった」
といった反応も心理士と基本的に変わらないが、
「園児がいとおしい」という反応は保育士独特の
もので、一方、数は少ないが 「子どもがいないか
らと言われな くてすむ」「人間同士の対等 さを理
解」「自分の限界を知る」 「患者体験ができた」と
いったことを子どもがいてよかった理由にあげた
のは心理士だけであった。
次に、「一般的に、保育活動を行な う上で、保育
士自身の子どもの有無が、何らかの影響を及ぼす
と思いますか」と一般的な考えを問うたところ、
49人 中41人(83.7%)が影響ありと答えてお
り、ここでも保育士の方が心理士の75.9%よりも
若干高い。 とくに、子どものいる心理士でも54
人中10人(表3)が 「影響なし」 と答えている
のに比べると、保育士の 「影響なし」はわずかに
2名で極端に少ない。その影響の内容としては、
表8に 示すようにすべてポジティヴな影響が述べ
られている。心理士の場合(表4)は 「仕事に十
分専念できない」「逆転移を起 こしやすい」「経験
にしばられる」といったネガティヴな影響も述べ
られているのと比較すると、保育士の方が保育士
自身の子育て経験が保育活動によりポジティヴに
影響すると考えているようである。
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表8子 どもの有無 と保育活動への影響:影 響あ りの理 由
凄数回響
親 と共感できる 13
広 く気持 ちを もて る 7
育児経験を保育に生かせる 6
いろいろな立場 を理解できる 6
きめ細か くなる 6
育児経験以外も関係ある 5
子 どもの発達 ・生活がわかる
仕事 と育児の大変 さを理解す る
5
3
Iv.考察
1.子育て経験の有無を聞かれたときの臨床心理士
の反応。
心理士たちの多 くがクライエン トやクライエン
トの母親か ら子 どもの有無について聞かれた経験
をもっている(子 育て経験あり群87%、 なし群
83%)。これは保育士が保護者から聞かれる割合
(63.3%)に比べても有意に高い。子 どもの有無
を聞かれた ときの心理士の反応 として 「個人的な
ことに興味をもつものだ」「尋ねた意味を考える」
「答えに困った」「子 どもがいないとわからないと
思われていると思った」というよ うなかな り不快
感を伴った反応が多かった。子 どもの有無を尋ね
られて不快に感 じるのは子 どもがいない人たちだ
けではなく、子 どもがいる'心理士たちにもみられ
る共通のものであった。保育士には不快感 と思わ
れる反応は示されていない。いずれにせ よ心理士
たちは、子 どもがいる人もいない人 も、クライエ
ン トとしてあるいはクライエン トの母親 として自
分たちと関わる人々が、自分たちの子育て経験の
有無にかな りの関心を寄せていることは十分に意
識 しながらも、それだけで専門家としての能力を
判断 され ることにはかなりの抵抗がある、と考え
ているようである。
2.妊娠は臨床心理士に何をもた らしたか。
心理臨床活動に携わっている者が妊娠 したとき、
それは心理士としての本人に、あるいはその心理
臨床活動に何をもたらすのであろうか。約6割 の
者が 「妊娠中に妊娠 していないときにはあじわっ
.たことのないような気分 ・感情をあじわった」 と
し、その内容の中に 「健康な子をと願 うとき、 目
の前のケースを否定 しているようで悩んだ」 り、
「幸せ と思われて申しわけない」といった感情が
生じたことを報告している臨床心理士がいたこと
は前述した通りである。 このような感情は保育士
からはまったく報告されていない。
妊娠中の印象に残っていることはどのようなこ
とか、とい う設問に対しても心理士特有の反応と
考えられることがかな り報告されている。妊娠す
るとい うことは、担当のケースの前に、毎 日少 し
ずつ大きくなる腹部をさらしていくことである。
したがって秘密にしておくことはできない。「クラ
イエン トにどのように伝えるか」悩み、伝えて 「ク
ライエントが動揺 した」ことにシ ョックを受け、
「うしろめたさ」を感 じている。保育士の場合は
妊娠中に 「子 どもに申し訳ない」と思ったとい う
報告をした人が1人 いるだけで、この場合も思い
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きり動けないのでとい う理由と推測され、ほかに
はその種の反応がまったくみられないことからす
ると、妊娠に際 しての心理士の 「自分だけ幸せに
なっていいのか」「健康な赤ちゃんを願 っていいの
か」「クライエン トに動揺をもたらして申し訳な
い」といった感情は心理士に特有の反応 と考えて
よいのではないだろうか。
3.子育て経験は心理臨床活動にどのような影響を
与えたのであろうか。
「子育て しながらの心理臨床(保 育)活 動は、
お子 さんがいないときに比べて変化があります
か」とい う設問に対 して、保育士がほとんどポジ
ティヴな変化をあげていたのに対 して、臨床心理
士はかなりネガティヴな変化をあげていたことは
結果のところで示 したが、このような傾向は 「心
理臨床活動を行な うにあたって、あなた自身は子
どもをもってよかったと思いますか」「一般的に心
理臨床活動を行な うにあたって臨床家 自身子 ども
の有無が臨床活動に影響すると思 うか」 という2
つの設問に対する反応でも心理士群 と保育士群の
間に差異が見られたことでも示されている。っま
り、保育士は 「子どもをもってよかった」「子ども
の有無は保育活動に影響する」とするものの割合
が有意ではないがともに子どものいる心理士より
やや高い傾 向(a=1.615P>0.2、x=1.814
p>0.1)にあり、しかも、その影響は 「親 と共感
できる」「広く気持ちをもてる」r育児経験を保育
に生かせる」「きめ細かくなる」「「子どもの発達 ・
生活がわかる」などポジティヴな影響があげられ
ているのに対 して、心理士の場合は、「影響なし」
とする者が2割近 くおり、また 「影響あり」とし
た人たちの影響の内容では 「経験に しばられる」
などネガティヴな影響 もかな り述べられている。
全体としてはポジティヴな影響を考えている人が
多いのではあろうが、保育士のそれ と比べるとか
な りの差異がある。
4.子どものいない心理士は妊娠 ・出産 ・子育てを
どのように考えているのであろうか。
一方、子どものいない心理士たちは心理士自身
の子育て経験をどのように見ているのであろうか。
「心理臨床活動を行なうにあたって子 どものいな
いことがよかった、あるいはよくなかったと思わ
れ ることがあ りますか」 とい う設問に対 して、子
どものいない心理士の中で、子 どもがいないこと
が心理臨床活動をするうえで不利だと明確に考え
ているのは53名 中の9名(17%)だけで、いな
いことが 「よかった」とする者 も7名(13%)お
り、その理由として 「自分の体験や先入観にとら
われないで客観的にとらえることができる」「研修
などを十分に受けることができ、臨床の幅が広げ
られる」といったことがあげられ、こどもがいる
ことで有利な面があったとしても差 し引きしない
方がよいという考えのようである。この群で最も
多かったのは 「考えたことがない」とい う反応で
あった。
次の 「一般的に、心理臨床活動を行なう上で、
臨床家 自身の子 どもの有無が何 らかの影響を及ぼ
す と思 うか」 という設問に対 しては、子どものい
る群 といない群の 「影響あり」とする者の割合は
ほとん ど同じであったが、影響の内容 を見てみる
と、子どもいない群では 「体験は何でも影響する」
とい うのが最も多 く、これは他のさまざまな体験
の中の1つ の体験 として子育て経験を見ていると
い うことであり、絶対に必要なものとして見てい
るのではないということを意味していると思われ
るので、「考えたことがない」と答えた人たちは子
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育て経験をその程度のものと考えているのかもし
れない。一方、「影響あり」の影響の内容 として 「親
になってわかることもある」「実感できる」「共感
しやすい」「自信がもてる」といった項 目をあげて
いる子 どものいない人たちも多いことから考える
と,今 回の調査対象 となった子どものいない心理
士たちは、子育て経験のないことが心理臨床活動
にとって不利だ とはまった く考えない人たち、あ
ればそれな りのよい点はあるだろうぐらいに考え
ている人たち、かなり重要な体験でそれがあれば
より臨床活動がスムーズにい くだろうと考えてい
る人たちの3つ のパターンに分けられるようであ
る。
5.心理士と保育士のちがいはどこにあったか。
女性にとって妊娠 ・出産 ・育児 という出来事は
きわめて大きなできごとであり、それ らが本人や
本人の仕事 に与える影響にはどのような職業であ
れ、共通 したものも多いであろう。 しかし、心理
臨床家の妊娠 ・出産 ・育児 という経験が本人や本
人の仕事に与える影響を問題にするとき、他の職
業の人には見 られない心理臨床家特有の影響があ
るとすれば、それを探 り出す ことも大きな課題の
ひ とつ となる。そのために行なった女性保育士に
対する調査結果 との比較検討から明らかになった
ことはどのようなことであろうか。
まず第1に 妊娠に伴 う葛藤の問題である。保育
士も体調が不良であったり、身体が重かった りで
思 うよ うに動けないことでもどかしさを感 じた り、
力仕事ができないことに申し訳なさを感 じた りも
している。 しかし、心理士のようにお腹の子ども
の健康 を願 うことは障害児を否定することにつな
がると悩んだり、幸せと思われること自体に罪の
意識を感 じりとい う心理は保育士からはまったく
報告されていない。
第2に は、子育て経験 と仕事との関わ りについ
て、保育士はきわめ積極的に 「子育て経験は保育
に生かせる」 とほとんどの者が考えているのに対
して、心理士は保育士ほど手放しでポジティヴな
側面だけを考える人は少ないとい うことである。
何 らかの影響はあると考える人は多いものの、そ
の影響はけっしてポジティヴなものばか りではな
い と考えている人が多いということである。
第3に は、妊娠や子育て経験が仕事に影響する
か どうか考えるとき、意識がどこに向いているか
という意識の方向の問題である。保育士が妊娠で
迷惑をかけるとい'うとき、それは園や仲間に対す
る迷惑である。子 どもにも意識が向けられたとし
ても、それは担当している子 どもたちであって、
子 ども個人ではないであろ う。 ところが、心理士
が妊娠 したとき、いっ妊娠を告げるか悩み、動揺
しないか恐れ、自分が幸せになることに申し訳な
さを感 じる対象は個々のクライエントである。け
っしてクライエントたちではない。対峙している
ひ とり1人のクライエン トとの関係の中で自らの
妊娠や子育てを捉えている。子育て経験が自らの
仕事にポジティヴに働 くと単純に考える人が保育
士ほど多くないのは、個々のケースに当てはめて
考えたとき、自らの子育て経験が一様に有効に働
いているとは思えないとい うことがあるのであろ
う。本研究を通して、保育士たちが園とい う組織
の中で仲間集団と共に園児集団と関わっているの
に対 して、心理士たちはあくまでもクライエン ト
個人とのパーソナルな関係を自らのプライベー ト
な生活にも引きこみながら生活 している姿が浮き
彫 りになっている。
6.ま とめ と今後の課.題
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白坂香弥:「女性臨床心理士の妊娠 ・育児経験と心理臨床活動」
本研究で得 られた知見の主なものは、①臨床心
理士の中には自らの妊娠に際 して、健康な子ども
をと願 うごとに罪悪感をもち,幸せ と思われるこ
とに罪悪感をもつ というような保育士にはみられ
ない心理士特有 ともいうべき感情をもつ人がいる、
②子育て経験の心理臨床活動への影響については、
子育て経験のある心理士たちでも、子育て経験が
心理臨床活動にポジティヴに作用する側面を認め
ながらも、そのネガティヴな側面も意識 してお り、
けっして手放 しで有効なものだとは思っていない
人が多い、③子 どものいない心理士は、心理臨床
活動にとって子育て経験は 「できればあった方が
よい」「両側面あって、どちらと 「むしろない方が
よい」 とい う3つのタイプに分かれている、であ
る。
また、この研究を通 して、臨床心理士がクライ
エン ト個人 とのパー ソナルな関係を自らのプライ
ベー トな生活にも引きこみながら生活 している姿
が浮き彫 りになった。
この種の研究は報告も少なく、緒についたばか
りであるが、これからも多くの臨床家が直面する
問題である。 この研究がさまざまな条件を統制し
たより精度の高い研究に進むための足がか りにな
ればと願っている。
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      The pregnancy, rearing children, and psychotherapeutic work of female 
                           psychotherapists. 
                      SHIRASAKA, Kaya 
                              Summary 
  It is not uncommon for female clinical psychotherapists to become pregnant, give birth, and raise 
children while engaged in psychotherapeutic work. The purpose of this research is to examine how 
pregnancy, giving birth, and raising children affect clinical psychotherapists in their work. 107 
clinical psychotherapists (54 psychologists with children, 53 psychologists without children) were 
surveyed. 49 female childcare nurses with children were given the same survey to compare the 
.results. The results showed that there were 1) some clinical psychotherapists who "felt guilty for 
hoping for a healthy child because it is as if it is rejecting handicapped children" during pregnancy 
and "felt guilty for seeming happy" - revealing a sense of guilt which cannot be seen in childcare 
nurses. 2) There are more than a few who feel that the experience of child-raising has negative as 
well as positive effects on the psychotherapeutic work of both psychologists with children and 
psychologists without children. In contrast, it has become clear that most childcare nurses see only 
the positive effects on childcare work. 
Keywords female clinical psychotherapists, pregnancy and raising children, psychotherapeutic 
work
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